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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
お
嬢
様
的
ア
パ
ー
ト
生
活

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
８
８
７
Ｙ

【
作
者
名
】

　
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
－
キ
ョ
ノ
リ

【
あ
ら
す
じ
】

　
引
っ
込
み
思
案
な
少
女
、
平
野
癒
事
は
、
桜
の
花
畑
と
言
う
ア
パ
ー
ト
に
住

み
、
様
々
な
友
人
を
増
や
し
て
い
く
。

世
話
焼
き
な
姉
真
理
、
謎
の
多
い
少
女
有
歌
、
幼
馴
染
の
少
年
し
ゅ
う
れ
。

癒
事
は
沢
山
の
人
と
の
出
会
い
で
変
わ
っ
て
い
く
。

ピ
ア
プ
ロ
に
て
主
人
公
癒
事
の
別
の
話
も
書
き
ま
す
。
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第
一
話
：
桜
の
花
畑
（
前
書
き
）

始
め
ま
し
て
、
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
で
す
。

小
説
初
投
稿
に
な
り
ま
す
（
ピ
ア
プ
ロ
抜
く
と
）

変
な
文
章
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。
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第
一
話
：
桜
の
花
畑

「
お
父
様
。
何
の
御
用
で
し
ょ
う
か
？
」

「
癒
事
。
お
前
に
、
ア
パ
ー
ト
を
や
る
」

ゆ
ず

「
あ
ぱ
ー
と
？
そ
れ
は
何
で
し
ょ
う
か
」

「
そ
う
か
、
お
前
は
ア
パ
ー
ト
を
知
ら
な
い
か
。
ア
パ
ー
ト
と
は
、
そ
う
だ
な
・

・
・
。
行
っ
て
見
れ
ば
分
か
る
さ
」

「
は
い
。
分
か
り
ま
し
た
」

「
そ
し
て
、
お
前
は
、
其
処
に
住
む
の
だ
」

「
分
か
り
ま
し
た
。
お
父
様
」

私
の
名
前
は
平
野
癒
事
。

ひ
ら
の
ゆ
ず

音
楽
会
社
で
あ
る
平
野
家
本
部
。

そ
う
、
お
父
様
は
そ
の
会
社
の
社
長
な
の
。

私
は
、
も
う
す
ぐ
礼
音
学
園
高
等
部
の
一
年
生
。

れ
い
お
ん
が
く
え
ん
こ
う
と
う
ぶ

そ
れ
を
期
に
、
お
父
様
は
私
に
ア
パ
ー
ト
を
渡
し
、
一
人
暮
ら
し
す
る
よ
う
に

言
っ
て
い
る
。

「
ち
ょ
っ
と
、
癒
事
。
ゆ
～
ず
～
っ
！
！
！
」

「
お
姉
さ
ま
？
」

「
癒
事
。
あ
れ
で
い
い
の
？
」

こ
の
人
は
私
の
姉
。
平
野
真
理
。

ひ
ら
の
ま
り

「
う
ん
、
何
か
、
皆
で
生
活
っ
て
、
面
白
そ
う
だ
し
」

一
人
暮
ら
し
と
言
っ
て
も
、
普
通
の
一
人
暮
ら
し
で
は
な
い
。

ア
パ
ー
ト
に
人
を
入
れ
て
、
皆
で
暮
ら
す
。

そ
れ
が
お
父
様
が
、
引
っ
込
み
思
案
の
私
を
ど
う
に
か
し
よ
う
と
決
め
た
事
ら

し
い
。

「
で
も
、
大
丈
夫
？
ほ
ら
、
貴
方
、
人
と
話
す
の
苦
手
じ
ゃ
な
い
。
私
が
居
な

く
て
大
丈
夫
な
の
？
」

「
・
・
・
そ
れ
は
・
・
・
」
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「
ほ
ら
、
無
理
じ
ゃ
な
い
。
私
も
行
く
か
ら
。
今
か
ら
荷
物
を
ま
と
め
て
、
い

く
わ
よ
」

「
は
い
」

「
こ
こ
が
・
・
・
ア
パ
ー
ト
・
・
・
」

私
は
、
其
処
に
つ
い
て
驚
い
た
。

お
ど
ろ

「
私
の
家
よ
り
小
さ
い
で
す
・
・
・
」

「
そ
れ
が
ア
パ
ー
ト
だ
か
ら
ね
。
私
は
、
住
民
集
め
に
行
く
わ
。
貴
方
が
住
民

を
集
め
ら
れ
る
わ
け
な
い
し
。
う
～
ん
、
じ
ゃ
あ
、
貴
方
は
、
ア
パ
ー
ト
の
中

を
探
検
し
て
み
た
ら
？
」

「
は
・
・
・
は
い
・
・
・
」

そ
う
言
っ
て
、
お
姉
さ
ま
は
外
へ
出
て
行
っ
た
。

「
こ
れ
が
・
・
・
ア
パ
ー
ト
・
・
・
」

庭
に
は
桜
の
木
が
立
っ
て
い
る
。

ま
だ
花
は
蕾
だ
。

つ
ぼ
み

家
は
三
階
建
て
。

そ
れ
に
一
階
に
食
堂
と
大
浴
場
が
あ
る
。
そ
れ
も
男
女
両
方
の
分
。

「
お
姉
さ
ま
は
、
此
処
で
待
っ
て
い
て
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
少
し
、
外
に

出
ま
し
ょ
う
」

私
は
、
庭
か
ら
外
に
出
よ
う
と
し
た
、
そ
の
時
。

「
あ
～
！
ね
え
ね
え
、
貴
方
、
こ
の
ア
パ
ー
ト
の
管
理
人
さ
ん
？
」

一
人
の
少
女
に
話
し
か
け
ら
れ
た
。

「
は
・
・
・
は
い
・
・
・
一
応
・
・
・
」

「
へ
え
～
、
私
、
こ
こ
に
住
ん
で
良
い
？
」

「
は
い
・
・
・
！
貴
方
の
・
・
・
名
前
は
？
私
の
・
・
・
名
前
・
・
・
は
・
・
・

」「
名
前
は
？
」

「
え
っ
と
・
・
・
平
野
・
・
・
癒
事
・
・
・
」

「
平
野
！
？
あ
の
音
楽
会
社
の
娘
さ
ん
？
」

「
え
・
・
・
あ
・
・
・
は
い
・
・
・
」
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「
へ
え
～
、
凄
い
～
！
で
も
、
何
で
そ
の
音
楽
会
社
の
娘
さ
ん
が
？
」

「
色
々
・
・
・
あ
っ
て
・
・
・
」

な
、
何
話
し
た
ら
良
い
ん
だ
ろ
う
・
・
・
こ
の
人
、
何
歳
か
な
・
・
・
。

「
あ
、
ご
め
ん
ご
め
ん
。
忘
れ
て
た
。
私
の
名
前
は
小
川
有
歌
。
宜
し
く
ね
」

お
が
わ
あ
り
か

「
有
歌
・
・
・
さ
ん
・
・
・
」

「
ね
え
、
貴
方
何
歳
？
」

「
１
６
・
・
・
」

「
な
ら
、
私
と
同
い
年
じ
ゃ
ん
。
有
歌
で
い
い
よ
。
私
も
、
癒
事
っ
て
呼
ん
で

良
い
？
」

「
は
い
・
・
・
！
」

「
ね
え
、
こ
の
ア
パ
ー
ト
の
名
前
は
？
」

「
ア
パ
ー
ト
の
名
前
・
・
・
」

こ
の
ア
パ
ー
ト
の
名
前
は
・
・
・
。

「
桜
の
、
花
畑
」

第
一
話
「
桜
の
花
畑
」
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第
一
話
：
桜
の
花
畑
（
後
書
き
）

登
場
人
物

　平
野
癒
事

１
６
歳
　
女

４
月
９
日
生
ま
れ
。

引
っ
込
み
思
案
。

平
野
真
理

２
５
歳
　
女

８
月
２
９
日
生
ま
れ

世
話
焼
き
な
癒
事
の
お
姉
さ
ん
。

小
川
有
歌

１
６
歳
　
女

１
２
月
２
４
日
生
ま
れ

元
気
な
少
女
。
謎
が
多
い
。
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第
二
話
：
幼
馴
染
と
か
友
達
と
か
（
前
書
き
）

主
人
公
の
幼
馴
染
登
場
！
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第
二
話
：
幼
馴
染
と
か
友
達
と
か

「
桜
の
花
畑
か
あ
・
・
・
良
い
名
前
だ
ね
！
」

さ
く
ら
の
は
な
ば
た
け

有
歌
は
私
に
そ
う
言
っ
た
。

あ
り
か

「
そ
・
・
・
そ
う
？
」

「
う
ん
！
あ
、
そ
う
だ
。
私
、
早
速
荷
物
ま
と
め
て
く
る
か
ら
、
じ
ゃ
、
ま
た

ね
！
」

「
え
・
・
・
あ
、
う
ん
」

こ
う
し
て
、
こ
の
ア
パ
ー
ト
に
第
一
入
居
者
が
出
来
ま
し
た
。

だ
い
い
ち
に
ゅ
う
き
ょ
し
ゃ

「
癒
事
～
」

ゆ
ず

疲
れ
た
様
子
で
お
姉
さ
ま
が
来
ま
し
た
。

「
あ
、
お
姉
さ
ま
。
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？
疲
れ
た
様
子
で
す
が
・
・
・
」

「
入
居
希
望
者
が
誰
も
居
な
か
っ
た
の
～
！
！
！
」

に
ゅ
う
き
ょ
き
ぼ
う
し
ゃ

「
は
・
・
・
は
あ
・
・
・
」

「
ん
も
う
！
！
ね
え
、
癒
事
。
入
居
者
ど
う
す
る
～
？
」

「
え
っ
と
・
・
・
一
人
・
・
・
友
達
・
・
・
出
来
た
・
・
・
」

私
が
そ
う
言
う
と
、
お
姉
さ
ま
は
驚
い
て
。

お
ど
ろ
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「
え
え
っ
！
！
こ
の
引
っ
込
み
思
案
の
癒
事
が
友
達
を
作
っ
た
～
！
！
！
！
？

？
？
？
」

「
う
・
・
・
う
ん
・
・
・
一
応
・
・
・
」

「
し
か
も
、
入
居
者
に
！
？
」

「
う
ん
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
良
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
癒
事
！
！
う
わ
～
、
我
が
妹
が
成
長
し
た
わ
～
！
！
！
」

お
姉
さ
ま
は
物
凄
い
喜
ん
だ
様
子
。

「
で
、
で
？
そ
の
子
は
な
ん
て
い
う
の
？
い
つ
ア
パ
ー
ト
に
来
る
の
？
」

「
え
っ
と
、
そ
の
子
の
名
前
は
小
川
有
歌
。
私
と
同
級
生
な
の
。
も
う
す
ぐ
来

お
が
わ
あ
り
か

る
と
思
う
け
ど
・
・
・
」

「
癒
事
～
！
！
！
」

「
有
歌
！
」

「
癒
事
が
・
・
・
一
日
で
友
達
を
作
っ
て
・
・
・
し
か
も
・
・
・
名
前
で
呼
び

合
う
な
ん
て
・
・
・
」

お
姉
さ
ま
は
相
当
驚
い
て
る
。
そ
こ
ま
で
驚
く
事
な
の
か
な
・
・
・
？

「
癒
事
、
そ
っ
ち
の
人
は
？
」
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「
あ
、
私
の
お
姉
さ
ま
、
平
野
真
理
」

ひ
ら
の
ま
り

「
へ
え
～
、
癒
事
の
お
姉
さ
ん
な
ん
だ
～
。
始
め
ま
し
て
」

「
は
、
始
め
ま
し
て
・
・
・
」

お
姉
さ
ま
は
ま
だ
半
分
く
ら
い
の
魂
が
途
方
に
暮
れ
て
る
み
た
い
だ
っ
た
。

本
当
に
其
処
ま
で
驚
か
れ
る
と
引
く
ん
で
す
が
・
・
・
。

「
あ
、
そ
う
だ
。
ね
え
、
有
歌
」

「
何
？
癒
事
」

「
有
歌
っ
て
、
学
校
何
処
に
行
く
の
？
」

「
あ
、
言
っ
て
な
か
っ
た
っ
け
？
礼
音
学
園
だ
よ
～
」

れ
い
お
ん
が
く
え
ん

「
え
え
っ
！
？
」

「
そ
う
だ
っ
た
の
！
？
へ
え
・
・
・
私
も
・
・
・
礼
音
学
園
だ
よ
・
・
・
」

「
そ
う
な
ん
だ
～
！
じ
ゃ
あ
、
入
学
式
一
緒
に
行
こ
う
！
」

「
う
・
・
・
う
ん
」

「
私
も
青
春
し
た
い
な
～
」

お
姉
さ
ま
は
そ
ん
な
事
を
言
っ
て
た
。

何
か
別
の
意
味
で
途
方
に
暮
れ
て
る
・
・
・
。
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「
青
春
っ
て
、
真
理
さ
ん
、
ま
だ
若
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
～
。
こ
れ
か
ら
相
手

も
見
つ
か
り
ま
す
よ
～
！
」

「
そ
う
・
・
・
か
な
・
・
・
」

更
に
落
ち
込
ん
で
る
様
な
・
・
・
。

「
じ
ゃ
、
じ
ゃ
あ
・
・
・
有
歌
、
ち
ょ
っ
と
・
・
・
外
の
桜
で
も
見
に
行
こ
う

か
・
・
・
夜
桜
も
・
・
・
結
構
・
・
・
良
い
と
・
・
・
思
う
ん
だ
」

私
は
流
石
に
ち
ょ
っ
と
可
哀
相
だ
と
思
い
、
ち
ょ
こ
っ
と
助
け
を
入
れ
る
。

「
あ
、
う
ん
！
」

そ
し
て
お
姉
さ
ま
は
隅
っ
こ
に
蹲
り
、
何
か
ブ
ツ
ブ
ツ
喋
っ
て
い
た
。

「
ふ
～
っ
、
夜
桜
も
結
構
良
い
よ
ね
～
」

「
う
・
・
・
う
ん
・
・
・
」

「
お
、
癒
事
じ
ゃ
ね
え
か
！
！
」

其
処
に
、
男
の
子
が
居
た
。

「
し
ゅ
う
れ
・
・
・
君
・
・
・
！
」

「
何
々
、
知
り
合
い
～
？
」

有
歌
が
茶
化
す
よ
う
に
言
う
。
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「
知
り
合
い
っ
て
い
う
か
・
・
・
幼
馴
染
・
・
・
か
な
・
・
・
」

「
癒
事
、
そ
っ
ち
の
子
は
？
も
し
か
し
て
、
友
達
か
？
」

「
う
、
う
ん
・
・
・
」

「
良
か
っ
た
じ
ゃ
ね
え
か
！
癒
事
！
」

し
ゅ
う
れ
君
は
、
嬉
し
そ
う
に
言
う
。

「
う
ん
・
・
」

「
仲
良
い
じ
ゃ
な
い
の
～
♪
」

第
二
話
幼
馴
染
と
か
友
達
と
か



13

第
三
話
：
入
学
式
前
日
談
（
前
書
き
）

学
園
物
の
く
せ
に
ま
だ
学
校
生
活
始
ま
っ
て
な
い
と
い
う
・
・
・
。

早
く
し
な
け
れ
ば
。
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第
三
話
：
入
学
式
前
日
談

「
な
、
仲
良
い
っ
て
・
・
・
有
歌
・
・
・
し
ゅ
、
し
ゅ
う
れ
君
は
た
だ
の
幼
馴

あ
り
か

染
だ
よ
・
・
・
」

「
た
、
た
だ
の
・
・
・
」

あ
れ
？
し
ゅ
う
れ
君
な
ん
か
落
ち
込
ん
で
る
？

「
ふ
～
ん
、
そ
う
な
ん
だ
～
。
ね
え
、
貴
方
も
礼
音
学
園
に
入
学
す
る
の
？
」

れ
い
お
ん
が
く
え
ん

し
ゅ
う
れ
君
を
無
視
し
て
有
歌
は
話
を
続
け
る
。
い
い
の
か
な
・
・
・
？

「
し
ゅ
う
れ
君
も
、
私
と
同
級
生
で
、
礼
音
学
園
に
入
学
す
る
ん
だ
っ
け
？
」

「
あ
、
あ
あ
・
・
・
で
、
癒
事
が
ア
パ
ー
ト
に
住
み
始
め
る
っ
て
言
っ
て
た
か

ゆ
ず

ら
、
俺
も
、
ア
パ
ー
ト
に
住
も
う
か
な
・
・
・
と
」

「
家
出
し
て
き
た
の
？
」

い
つ
の
間
に
や
ら
、
お
姉
さ
ま
が
来
て
い
た
。

「
い
、
家
出
？
」

「
ゆ
、
癒
事
、
こ
れ
は
違
う
ん
だ
。
断
じ
て
家
出
な
ど
し
て
い
な
い
！
」

「
そ
う
か
な
～
」

私
と
有
歌
が
し
ゅ
う
れ
君
を
見
る
。
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「
ま
、
真
理
さ
ぁ
～
ん
・
・
・
」

ま
り

「
自
業
自
得
」

し
ゅ
う
れ
君
は
お
姉
さ
ま
に
助
け
を
求
め
て
る
け
ど
、
あ
し
ら
わ
れ
て
る
・
・
・

。「
で
、
し
ゅ
う
れ
君
。
家
出
っ
て
？
」

「
あ
、
あ
あ
。
そ
れ
は
な
、
姉
貴
か
ら
逃
げ
て
き
た
ん
だ
よ
」

「
へ
え
～
、
し
ゅ
う
れ
君
に
も
、
お
姉
さ
ん
っ
て
居
る
ん
だ
～
」

「
そ
れ
が
な
、
と
ん
で
も
な
い
姉
貴
な
ん
だ
よ
」

「
あ
・
・
・
か
、
か
い
な
さ
ん
で
す
ね
・
・
・
」

そ
う
、
私
も
、
し
ゅ
う
れ
君
の
お
姉
さ
ん
に
は
会
っ
た
こ
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ

は
私
も
分
か
っ
て
い
る
。

本
当
に
、
あ
の
人
は
・
・
・
。

「
し
ゅ
う
れ
～
♪
探
し
た
わ
よ
～
。
も
う
、
愛
し
の
癒
事
ち
ゃ
ん
追
い
か
け
て

此
処
ま
で
来
ち
ゃ
っ
て
～
。
ね
ぇ
～
癒
事
ち
ゃ
～
ん
。
弟
君
は
ど
う
し
た
の
か

な
～
？
此
処
に
居
な
い
っ
ぽ
い
け
ど
～
」

噂
を
す
れ
ば
な
ん
と
や
ら
。

こ
の
人
が
し
ゅ
う
れ
君
の
お
姉
さ
ん
。

実
石
か
い
な
さ
ん
。

み
せ
き

結
構
酒
癖
の
悪
い
お
姉
さ
ん
で
、
私
や
お
姉
さ
ま
。
し
ゅ
う
れ
君
を
巻
き
込
ん
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で
、
色
々
騒
動
を
起
こ
し
て
い
る
。

「
へ
え
～
、
癒
事
に
も
、
弟
が
居
る
ん
だ
～
」

「
癒
糸
は
・
・
・
ち
ょ
っ
と
家
出
・
・
・
じ
ゃ
な
く
て
、
旅
に
出
て
て
・
・
・
」

ゆ
い
と

「
っ
て
い
う
か
、
姉
貴
来
る
の
早
す
ぎ
ん
だ
よ
！
！
」

「
え
～
、
だ
っ
て
、
真
理
さ
ん
に
場
所
教
え
て
も
ら
っ
た
ん
だ
も
～
ん
」

「
半
分
脅
さ
れ
て
・
・
・
ね
・
・
・
」

本
当
に
、
か
い
な
さ
ん
に
は
誰
も
逆
ら
え
な
い
ん
で
す
・
・
・
。

「
ま
、
で
も
、
ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
も
面
白
そ
う
だ
か
ら
っ
て
、
お
父
さ
ん
も
許

し
て
く
れ
た
け
ど
ね
～
♪
私
の
働
き
に
感
謝
し
な
さ
い
よ
～
」

「
か
・
・
・
感
謝
し
ま
す
・
・
・
・
」

し
ゅ
う
れ
君
は
、
ち
ょ
っ
と
引
き
な
が
ら
言
う
。

ま
あ
、
ア
パ
ー
ト
が
明
る
く
な
る
か
ら
良
い
と
思
う
け
ど
。

「
あ
、
癒
事
。
入
学
式
、
今
週
の
水
曜
日
で
し
ょ
。
も
う
す
ぐ
だ
か
ら
、
今
の

う
ち
に
生
活
リ
ズ
ム
整
え
て
お
い
て
ね
」

「
は
い
」

も
う
す
ぐ
。
入
学
式
で
す
。

第
三
話
「
入
学
式
前
日
談
」
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第
三
話
：
入
学
式
前
日
談
（
後
書
き
）

弟
居
た
ん
だ
～
で
す
よ
ね
。

ち
な
み
に
双
子
の
弟
で
す
。

し
ゅ
う
れ
の
年
齢
は
１
６
歳
。
癒
事
と
同
じ
だ
か
ら
。

か
い
な
さ
ん
の
年
齢
は
２
０
歳
。
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第
四
話
：
入
学
式
の
前
に
・
・
・
（
前
書
き
）

主
人
公
の
話
し
方
が
安
定
し
な
い
罠
Ｗ
Ｗ
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第
四
話
：
入
学
式
の
前
に
・
・
・

今
日
は
、
入
学
式
で
す
。

「
癒
事
～
！
い
や
～
。
や
っ
ぱ
制
服
似
合
う
わ
～
」

ゆ
ず

「
そ
、
そ
う
・
・
・
か
な
・
・
・
？
」

「
う
ん
う
ん
！
癒
事
は
制
服
似
合
う
っ
て
！
」

私
は
、
今
、
礼
音
学
園
の
正
門
の
前
に
居
ま
す
。

れ
い
お
ん
が
く
え
ん

「
有
歌
も
・
・
・
制
服
・
・
・
似
合
い
ま
す
よ
・
・
・
」

「
そ
う
？
で
も
～
。
や
っ
ぱ
癒
事
可
愛
い
～
っ
！
」

「
き
ゃ
っ
！
」

い
き
な
り
有
歌
が
抱
き
つ
い
て
来
た
。

あ
り
か

「
う
ん
う
ん
。
青
春
し
て
る
ね
～
」

「
あ
れ
？
癒
事
の
彼
氏
さ
ん
は
？
」

「
か
か
か
・
・
・
彼
氏
・
・
・
じ
ゃ
・
・
・
な
い
で
す
・
・
・
・
・
・
・
！
！
」

「
照
れ
て
る
て
れ
て
る
～
♪
」

「
／
／
／
／
」
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「
よ
っ
、
癒
事
」

「
＄
％
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
％
＃
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
＃
％
％
＃
＄
＃
％
＃
”
＄
＃
”
＄
％
＃

％
＄
＃
＄
＃
％
＃
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
％
＃
％
＃
！
！
！
！
？
？
？
？
」

「
癒
事
～
。
言
葉
に
な
っ
て
な
い
わ
よ
～
」

な
、
何
で
て
ん
ぱ
っ
て
る
の
か
な
？
う
う
～
。
よ
く
わ
か
ん
な
い
～
。

「
も
う
、
有
歌
ち
ゃ
ん
も
、
癒
事
を
あ
ま
り
か
ら
か
わ
な
い
方
が
良
い
わ
よ
。

あ
の
子
。
結
構
人
の
言
っ
た
事
全
部
呑
み
込
ん
じ
ゃ
う
ん
だ
か
ら
」

「
は
～
い
☆
」

「
？
？
？
？
」

し
ゅ
う
れ
君
一
人
、
何
も
分
か
っ
て
な
い
み
た
い
。

「
な
～
、
癒
事
。
一
体
何
が
あ
っ
た
ん
だ
？
」

「
／
／
／
」

し
ゅ
う
れ
君
が
私
の
方
を
向
い
て
聞
い
て
き
た
け
ど
、
な
ん
と
な
く
恥
ず
か
し

く
て
、
そ
っ
ぽ
を
向
い
て
し
ま
っ
た
。

「
？
？
？
？
？
？
？
」

「
し
ゅ
う
れ
～
。
今
は
乙
女
の
時
間
だ
か
ら
、
し
ゅ
う
れ
は
私
と
一
緒
に
あ
っ

そ
び
っ
ま
し
ょ
～
♪
」
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し
ゅ
う
れ
君
の
後
ろ
に
か
い
な
さ
ん
が
居
る
。

そ
し
て
、
し
ゅ
う
れ
君
を
連
れ
て
｜
（
正
確
に
は
振
り
回
し
て
）
行
っ
て
し
ま

っ
た
。

絶
対
・
・
・
よ
っ
て
ま
す
ね
・
・
・
・
。

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿

「
癒
事
。
落
ち
着
い
た
？
」

「
は
、
は
い
・
・
・
」

「
ご
め
ん
ね
～
。
癒
事
が
そ
ん
な
に
こ
う
い
う
話
に
弱
い
っ
て
知
ら
な
か
っ
た

か
ら
」

「
む
む
む
～
」

「
さ
～
て
と
、
も
う
す
ぐ
入
学
式
始
ま
る
か
ら
、
行
き
ま
し
ょ
う
」

「
え
、
し
ゅ
う
れ
・
・
・
君
は
・
・
・
」

「
あ
」

完
全
に
忘
れ
て
ま
し
た
ね
・
・
・
。

第
四
話
「
入
学
式
の
前
に
・
・
・
」
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第
四
話
：
入
学
式
の
前
に
・
・
・
（
後
書
き
）

や
っ
と
学
校
編
始
ま
れ
た
！

こ
れ
か
ら
癒
事
の
学
校
で
の
友
達
や
ア
パ
ー
ト
の
住
民
も
結
構
増
え
て
い
き
ま

す
。
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第
五
話
：
初
め
て
の
入
学
式
は
お
嬢
様
に
は
分
か
ら
な
い
言
葉
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
（
前
書
き
）

あ
れ
？
サ
ブ
タ
イ
が
前
回
と
か
よ
り
長
い
。

入
学
式
の
前
振
り
長
す
ぎ
ま
し
た
ｗ
ｗ
ｗ



24

第
五
話
：
初
め
て
の
入
学
式
は
お
嬢
様
に
は
分
か
ら
な
い
言
葉
が
あ
っ
た
よ
う
で
す

「
ひ
、
酷
い
目
に
あ
っ
た
・
・
・
」

「
だ
・
・
・
大
丈
夫
・
・
・
？
し
ゅ
う
れ
君
・
・
・
・
」

入
学
式
前
、
か
い
な
さ
ん
が
し
ゅ
う
れ
君
を
振
り
回
し
て
い
ま
し
た
。

「
は
あ
、
か
～
い
～
な
～
。
入
学
式
な
の
に
、
酒
呑
ん
で
る
の
！
！
」

な
ん
だ
か
、
か
い
な
さ
ん
は
酔
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
い
や
～
、
だ
っ
て
さ
～
？
し
ゅ
う
れ
の
晴
れ
姿
見
て
た
ら
、
つ
い
」

「
話
が
・
・
・
噛
み
合
っ
て
・
・
・
ま
せ
ん
・
・
・
」

何
故
、
晴
れ
姿
を
見
た
ら
お
酒
を
飲
み
た
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

「
ぎ
く
っ
」

「
は
あ
～
、
も
う
時
間
が
無
い
か
ら
、
早
く
行
き
ま
し
ょ
う
」

「
は
～
い
」

今
か
ら
入
学
式
で
す
。

こ
の
、
礼
音
学
園
高
等
部
の
・
・
・
。

れ
い
お
ん
が
く
え
ん
こ
う
と
う
ぶ

「
今
か
ら
、
礼
音
学
園
高
等
部
の
入
学
式
を
始
め
ま
す
。
ま
ず
始
め
に
・
・
・
」
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「
今
か
ら
、
校
歌
斉
唱
で
す
」

「
次
に
、
生
徒
会
長
挨
拶
で
す
」

「
ど
う
も
、
生
徒
会
長
の
弓
樹
澄
乃
で
す
」

ゆ
み
き
す
み
の

「
で
は
、
礼
音
学
園
関
係
者
か
ら
の
式
辞
を
読
み
上
げ
ま
す
」

話
長
い
・
・
・
。
こ
れ
っ
て
、
確
か
、
お
姉
さ
ま
の
言
っ
て
た
入
学
式
の
醍
醐

ご
み

だ
い

味
だ
っ
け
？

私
は
、
い
つ
も
学
校
に
は
行
け
ず
、
家
で
勉
強
を
し
て
い
た
か
ら
、
学
校
に
来

る
の
は
初
め
て
。

そ
う
、
こ
の
入
学
式
も
、
こ
の
制
服
を
着
る
の
も
、
全
て
が
”
初
め
て
”
だ
っ

た
。

「
ず
・
・
・
・
癒
事
！
も
う
入
学
式
終
わ
っ
た
よ
！
」

「
ふ
ぇ
？
・
・
・
え
っ
と
・
・
・
も
う
・
・
・
で
す
か
・
・
・
？
」

お
父
様
の
話
と
比
べ
れ
ば
、
此
方
の
方
が
短
く
思
え
ま
し
た
。

そ
れ
ほ
ど
、
お
父
様
の
話
は
長
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
ね
。

特
に
長
か
っ
た
の
は
入
学
す
る
時
、
一
人
暮
ら
し
や
学
校
に
つ
い
て
の
話
で
す
。

「
も
う
っ
て
・
・
・
結
構
長
か
っ
た
よ
・
・
・
」

し
ゅ
う
れ
君
が
呆
れ
気
味
に
言
う
。

「
で
も
・
・
・
結
構
疲
れ
ま
し
た
ね
・
・
・
眠
い
で
す
・
・
・
」
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私
が
そ
う
言
っ
て
、
有
歌
は
、
次
に
こ
う
言
い
ま
し
た
。

「
と
り
あ
え
ず
・
・
・
教
室
に
行
こ
う
、
癒
事
」

こ
の
時
、
私
は
、
皆
に
と
っ
て
ご
く
普
通
の
事
を
聞
い
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

「
き
ょ
ー
し
つ
っ
て
・
・
・
な
ん
で
す
か
？
」

私
が
聞
く
と
、
し
ゅ
う
れ
君
と
有
歌
は
勿
論
、
周
り
に
居
た
人
達
ま
で
私
の
方

あ
り
か

を
向
い
た
。

「
も
・
・
・
も
し
か
し
て
・
・
・
癒
事
・
・
・
。
教
室
も
分
か
ら
な
い
の
？
」

「
は
・
・
・
は
い
・
・
・
。
学
校
に
・
・
・
入
学
す
る
事
・
・
・
自
体
・
・
・

初
め
て
・
・
・
で
す
の
で
」

「
そ
う
い
え
ば
・
・
・
癒
事
の
お
父
さ
ん
が
、
親
馬
鹿
だ
っ
た
な
・
・
・
」

ま
た
意
味
の
分
か
ら
な
い
言
葉
が
・
・
・
。

「
ん
も
う
っ
！
と
り
あ
え
ず
、
教
室
に
行
く
よ
。
行
け
ば
分
か
る
か
ら
」

行
け
ば
分
か
る
・
・
・
？
よ
く
分
か
ら
ず
に
、
私
は
有
歌
に
引
か
れ
て
行
っ
た
。

第
五
話
「
初
め
て
の
入
学
式
は
お
嬢
様
に
は
分
か
ら
な
い
言
葉
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
」
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第
五
話
：
初
め
て
の
入
学
式
は
お
嬢
様
に
は
分
か
ら
な
い
言
葉
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
（
後
書
き
）

も
う
前
振
り
長
す
ぎ
て
入
学
式
の
内
容
自
体
は
短
く
な
っ
て
い
ま
し
た
ｗ
ｗ

生
徒
会
長
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
癒
事
達
に
絡
ん
で
き
ま
す
。
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第
六
話
：
初
め
て
の
教
室
（
前
書
き
）

最
近
更
新
し
て
な
か
っ
た
・
・
・
。

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
に
集
中
し
す
ぎ
た
ぜ
！
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第
六
話
：
初
め
て
の
教
室

「
こ
れ
が
・
・
・
教
室
で
す
か
？
」

私
は
有
歌
に
訊
き
ま
し
た
。

あ
り
か

「
う
ん
、
そ
う
だ
よ
、
癒
事
」

ゆ
ず

初
め
て
見
る
光
景
に
、
私
は
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

「
こ
れ
が
、
学
校
」

「
ほ
ら
、
癒
事
。
席
に
座
っ
て
」

「
え
？
は
、
は
い
・
・
・
」

私
は
、
近
く
の
椅
子
に
座
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
担
任
の
先
生
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

「
は
じ
め
ま
し
て
、
私
の
名
前
は
光
李
夢
で
す
。
今
日
か
ら
一
年
。
宜
し
く
お

こ
う
り
む

願
い
し
ま
す
」

「
私
は
、
副
担
任
の
秋
野
ユ
カ
で
す
！
主
に
体
育
担
当
で
す
！
」

あ
き
の

李
夢
先
生
は
落
ち
着
い
て
い
て
、
ユ
カ
先
生
は
な
ん
だ
か
ハ
キ
ハ
キ
し
て
い
る
。

特
に
ユ
カ
先
生
が
体
育
教
師
な
の
は
納
得
で
す
。

「
じ
ゃ
、
ま
ず
は
、
ク
ラ
ス
の
皆
で
自
己
紹
介
し
ま
し
ょ
う
か
。
で
は
、
右
側

の
人
か
ら
お
願
い
し
ま
す
」
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そ
し
て
、
自
己
紹
介
が
始
ま
っ
た
。

「
小
川
有
歌
で
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
ち
な
み
に
、
趣
味
は
友
達
つ
く

り
で
す
！
」

「
は
じ
め
ま
し
て
、
私
は
参
条
菜
香
で
す
。
宜
し
く
ね
」

さ
ん
じ
ょ
う
さ
い
か

「
え
っ
と
・
・
・
・
、
平
野
・
・
・
癒
事
で
す
・
・
・
。
よ
、
よ
ろ
し
く
・
・
・

で
す
・
・
・
」

皆
の
前
で
自
己
紹
介
と
い
う
の
は
私
に
と
っ
て
は
初
め
て
だ
。

此
処
に
は
、
私
に
と
っ
て
の
初
め
て
が
沢
山
あ
る
。

皆
に
と
っ
て
は
普
通
で
あ
ろ
う
。

私
の
席
は
、
前
に
畑
菜
理
さ
ん
。

は
た
け
さ
い
り

隣
に
有
歌
。
後
ろ
に
菜
香
さ
ん
。
菜
香
さ
ん
の
隣
は
空
い
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
し
ゅ
う
れ
君
も
同
じ
ク
ラ
ス
。
一
応
、
私
の
弟
の
癒
糸
も
同
じ
ク

ゆ
い
と

ラ
ス
・
・
・
だ
け
ど
、
ま
だ
癒
糸
は
戻
っ
て
き
て
な
い
。

「
癒
事
。
隣
の
席
に
な
れ
て
良
か
っ
た
ね
」

「
う
、
う
ん
・
・
・
」

私
は
、
笑
っ
て
有
歌
と
話
を
し
て
い
た
。

有
歌
と
居
る
と
、
と
て
も
楽
し
い
の
だ
。

菜
香
さ
ん
は
、
外
を
見
て
ぼ
ー
っ
と
し
て
い
た
。

菜
理
さ
ん
は
、
隣
の
人
と
友
達
に
な
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
元
々
友
達
な
の

か
、
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
た
。

し
ゅ
う
れ
君
は
、
中
々
仲
良
く
す
る
事
が
出
来
な
い
の
か
、
周
り
の
男
子
か
ら
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浮
い
て
る
よ
う
に
見
え
た
。

「
は
あ
・
・
・
・
」

菜
香
さ
ん
が
、
溜
息
を
つ
い
て
い
て
、
私
は
、
少
し
心
配
に
な
っ
た
の
で
、
つ

い
話
し
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
あ
の
・
・
・
ど
う
さ
れ
た
ん
で
す
か
？
」

「
え
？
あ
、
う
う
ん
。
何
で
も
な
い
の
。
ご
め
ん
ね
、
心
配
か
け
て
・
・
・
え

っ
と
・
・
・
」

「
癒
事
で
す
。
こ
っ
ち
は
、
友
達
の
有
歌
」

「
こ
ん
に
ち
わ
～
。
じ
ゃ
な
い
ね
。
何
か
、
浮
か
な
い
顔
し
て
る
ね
」

「
う
ん
、
昔
、
っ
て
い
う
か
、
ほ
ん
の
数
年
前
な
ん
だ
け
ど
、
私
の
友
達
。
真

ん
く
う
り
し
ん

し

空
理
真
っ
て
子
が
ね
、
此
処
に
通
っ
て
た
の
」

「
そ
う
な
ん
だ
」

有
歌
は
驚
い
た
よ
う
に
言
う
。

「
そ
し
て
ね
、
私
が
、
此
処
に
行
き
た
い
っ
て
思
っ
た
き
っ
か
け
だ
っ
た
の
。

で
も
ね
、
真
は
、
事
故
に
あ
っ
て
亡
く
な
っ
た
の
。
私
は
、
こ
こ
に
受
か
っ
た

の
は
良
い
ん
だ
け
ど
、
此
処
に
居
る
と
、
そ
の
友
達
を
思
い
出
し
て
悲
し
く
な

る
ん
だ
。
ご
め
ん
ね
、
入
学
初
日
か
ら
、
重
い
空
気
に
さ
せ
ち
ゃ
っ
て
」

「
良
い
ん
で
す
。
私
達
が
、
訊
い
た
の
で
。
友
達
・
・
・
で
す
か
・
・
・
」
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私
は
、
友
達
を
亡
く
し
た
時
、
ど
う
い
う
風
に
悲
し
む
の
で
し
ょ
う
か
。
と
て

も
想
像
し
た
く
な
い
で
す
。

「
私
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
外
に
も
、
学
校
に
す
ら
行
っ
た
事
無
い
の
で
、
友
達

が
居
な
か
っ
た
ん
で
す
」

「
そ
し
て
ね
、
私
と
出
会
っ
た
の
」

「
初
め
て
出
会
っ
た
時
は
、
私
は
何
故
か
、
自
然
と
話
せ
た
ん
で
す
。
何
だ
か
、

こ
の
人
と
は
、
友
達
に
な
れ
そ
う
だ
っ
て
。
何
だ
か
、
菜
香
さ
ん
と
も
、
友
達

に
な
れ
そ
う
で
す
」

私
が
そ
う
い
う
と
、
菜
香
さ
ん
は
こ
う
い
い
ま
し
た
。

「
う
ん
、
有
歌
ち
ゃ
ん
と
も
、
癒
事
ち
ゃ
ん
と
も
、
友
達
に
な
ろ
う
！
で
も
・
・

・
私
の
事
は
、
菜
香
っ
て
呼
ん
で
ね
」

「
う
ん
！
」

「
は
い
・
・
・
！
」

入
学
初
日
。
一
人
、
友
達
が
増
え
ま
し
た
。
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第
六
話
：
初
め
て
の
教
室
（
後
書
き
）

何
故
に
真
空
理
を
出
し
て
し
ま
っ
た
・
・
・
。

ま
あ
、
ピ
ア
プ
ロ
と
か
の
と
同
じ
よ
う
な
世
界
観
っ
て
思
っ
て
良
い
で
す
（
分

か
ら
な
い
人
は
分
か
ら
な
く
て
良
い
で
す
が
）
。

菜
香
さ
ん
は
友
達
を
亡
く
し
て
い
ま
す
。
そ
の
友
達
が
あ
あ
な
っ
て
る
と
も
知

ら
ず
に
・
・
・
。

真
っ
て
何
歳
だ
ろ
う
・
・
・
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

お嬢様的アパート生活
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